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2.15（土）
14：00 ～ 18：20
文科系総合講義棟2階〔場所〕

入場無料・聴講自由

法学部第2講義室

日本学国際共同大学院

公共性と美術館の未来

シンポジウム

Program
１４：００－１４：０５
　開会挨拶

１４：０５－１４：３５
　野家　啓一（東北大学名誉教授・哲学）
　「公共性の危機と批判的討議 「̶忖度」と「同調圧力」に
　 抗して̶」

１４：４０－１５：００
　芳賀　満（東北大学教授・考古学）
　「文化財としての美術館」
１５：０５－１５：３５
　足達　薫（東北大学教授・美術史）
　「空間の美学－イタリアの広場と美術」　

１５：４０－１６：００
　森　一郎（東北大学教授・哲学）
　「東京女子大学旧体育館と宮城県美術館」
（前半終了、１５分間休憩、後半開始）

１６：１５－１６：３５
　五十嵐　太郎（東北大学教授・建築史）
　「望まれる未来の美術館」　　　
１６：４０－１８：２０
　総合討論
　　（司会：尾崎　彰宏　東北大学教授・美術史）
　
　◎ゲストコメンテーター
　　松隈　洋（京都工芸繊維大学教授・建築史）
　
　閉会挨拶

東北大学日本学国際共同大学院支援事務室東北大学日本学国際共同大学院支援事務室 gpjs@grp.tohoku.ac.jpgpjs@grp.tohoku.ac.jp
問合わせ

東北大学では、従来の教育実施体制の枠を超え、海外有力大学との強い連携のもとで、手を携え教育を実施する９つの「国際共同大学院プログラム」
群の創設を指定国立大学の柱に掲げています。その一角を占める日本学国際共同大学院（GPJS）は、特に文系の特色・強みを活かし、海外教育研
究機関（「支倉リーグ」）と共同して新学際領域としての「日本学プラットフォーム」の構築を企図するものです。それは、現代社会が抱えるさま
ざまな問題に対して人文社会科学に何ができるのかという、アクティブな挑戦でもあります。
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